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範
　
　
夫

は
じ
め
に

一
、
「
ム
ズ
　
（
ウ
ズ
）
」
　
の
用
例
数
と
意
味
、
用
法

二
、
「
ム
」
・
「
ム
ト
ス
」
と
の
相
違

三
、
「
ベ
シ
」
と
の
相
違

お
わ
り
に

は
　
じ
　
め
　
に

延
慶
本
平
家
物
語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ム
ズ
」
　
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
数
と
使
わ
れ
方
の
特
徴
は
小
林
芳
規
先
生
に
よ
っ
て
次
の
よ
う

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

佐
藤
喜
代
治
博
士
は
例
数
を
示
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
筆
者
ら
の
調
査
で
は
、
ム
ズ
（
終
止
形
）
・
ム
ズ
ル
（
連
体
形
）
ム
ズ
レ
（
巳
然
形
）

を
合
わ
せ
て
全
三
七
四
例
が
数
え
ら
れ
る
。
そ
の
全
例
が
会
話
文
又
は
思
惟
文
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
地
の
文
に
は
一
例
も
見
ら

れ
な
い
。
尚
、
「
ム
ズ
」
「
ム
ズ
ル
」
「
ム
ズ
レ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
、
「
オ
ズ
」
「
引
ズ
ル
」
「
引
ズ
レ
」
と
表
記
し
た
三
例
が
あ
る
。
（
中
略
）

三
例
と
も
、
会
話
文
の
中
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
地
の
文
で
は
「
ム
ト
ス
」
が
使
わ
れ
る
。
（
中
略
）
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地
の
文
で
は
、
ム
ト
ス
は
全
部
で
一
〇
九
例
が
拾
わ
れ
る
。
こ
れ
に
ム
ト
セ
（
未
然
形
）
・
ム
ト
シ
（
連
用
形
）
を
加
え
る
と
総
計
一
七
九

（1）

例
と
な
る
。
（
引
用
に
際
し
て
用
例
、
及
び
段
落
を
省
略
し
た
。
）

中
世
の
口
語
を
特
徴
付
け
る
語
の
一
つ
に
「
ウ
ズ
」
が
あ
る
が
、
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
ム
ズ
」
も
口
語
を
特
徴
付
け
る
語
の
一
つ
と
し

て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
ウ
ズ
」
と
な
っ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
両
者
は
極
め
て
近
い
も
の
と
理
解
さ

（2）

れ
る
。
更
に
、
「
ム
ズ
」
の
使
用
は
中
世
に
入
っ
て
か
ら
急
激
に
増
加
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
延
慶
本
平
家
物
語
の
用

例
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
中
世
の
「
ム
ズ
　
（
ウ
ズ
）
」
の
意
味
、
用
法
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
　
「
ム
ズ
　
（
ウ
ズ
）
」
の
用
例
数
と
意
味
、
用
法

さ
て
、
「
ム
ズ
」
が
他
の
助
動
詞
と
複
合
し
て
い
る
様
子
も
加
え
て
用
例
数
を
見
る
と
次
表
の
如
く
な
る
。

計
ム ム テ ナ テ ナ ム
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「
ム
ズ
」
単
独
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
一
五
三
例
、
全
体
の
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
複
合
し
て
用
い
ら
れ
る
用
例
が
過
半
数
を
超
え
る
。

以
下
、
複
合
等
の
用
法
別
に
従
い
な
が
ら
、
用
例
の
検
討
を
行
う
。

ま
ず
、
「
ム
ズ
」
単
独
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
か
ら
見
て
行
く
。

①
木
曾
之
ヲ
閏
テ
「
今
井
ハ
乳
母
子
也
。
根
井
、
小
室
ハ
今
参
也
。
乳
母
子
ガ
云
ワ
ム
事
二
付
テ
、
是
等
ガ
云
事
ヲ
用
ズ
ハ
、
剋
刊
恨
ミ

封
。
…
⊥
（
三
末
、
兵
衛
佐
与
木
曾
不
和
1
歳
事
）

②
五
丈
計
ゾ
落
シ
タ
リ
ケ
ル
。
底
ヲ
ミ
タ
レ
バ
猶
五
丈
計
ゾ
有
ケ
ル
。
御
方
へ
向
テ
申
ケ
ル
ハ
「
是
ヨ
リ
下
へ
ハ
イ
カ
ニ
思
ト
モ
叶
マ
ジ
。

思
止
給
へ
」
ト
申
ス
。
「
三
草
ヨ
リ
是
マ
デ
ハ
ル
ぐ
ト
下
タ
レ
バ
、
打
上
ム
ト
ス
ル
モ
カ
ナ
ウ
l
刊
河
。
下
へ
落
シ
テ
モ
死
剣
。
ト
テ

モ
死
バ
敵
ノ
陣
ノ
前
こ
テ
コ
ソ
死
メ
」
ト
テ
手
綱
ヲ
ク
レ
、
マ
逆
二
落
サ
レ
ケ
リ
。
（
五
本
、
源
氏
三
草
山
井
一
谷
迫
落
事
）

用
例
①
③
は
終
止
形
の
例
で
あ
る
。
①
は
「
定
テ
」
と
い
う
副
詞
を
伴
っ
て
根
井
等
が
「
恨
む
に
違
い
な
い
」
と
い
う
、
必
ず
将
来
起
こ

る
と
考
え
ら
れ
る
事
柄
の
推
量
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
②
は
一
谷
の
崖
を
落
と
す
時
に
崖
の
中
途
で
進
退
極
ま
っ
た
場
面
の
表
現
で
、
直
前

の
「
打
上
ム
ト
ス
ル
モ
カ
ナ
ウ
l
刊
ジ
l
」
に
対
を
な
し
て
い
る
。
「
下
に
落
と
せ
ば
当
然
死
ぬ
に
違
い
な
い
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

連
体
形
は
単
独
で
用
い
ら
れ
る
も
の
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。

③
畠
山
庄
司
重
能
、
大
山
田
別
当
有
重
、
折
節
在
京
シ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
申
ケ
ル
ハ
、
「
何
事
カ
バ
候
ベ
キ
。
相
親
シ
ク
候
へ
バ
、
北
条
四
郎

ガ
一
類
コ
ソ
候
ラ
メ
。
其
外
ハ
誰
力
付
テ
、
椒
ク
朝
敵
ト
成
候
ベ
キ
。
」
ト
申
ケ
レ
バ
、
「
ゲ
こ
モ
」
ト
云
人
モ
ア
リ
、
「
イ
サ
ト
ヨ
、
何

ガ
ア
ラ
ム
カ
l
到
刃
。
大
事
二
及
ヌ
」
ト
云
人
モ
ア
リ
。
寄
合
々
々
サ
＼
ヤ
キ
ケ
リ
。
大
政
入
道
宣
ケ
ル
ハ
、
「
昔
義
朝
ハ
信
頼
二
被
語
テ

朝
敵
ト
成
シ
カ
バ
、
英
子
共
一
人
モ
被
生
マ
ジ
カ
リ
シ
ヲ
、
頼
朝
ガ
事
ハ
、
故
地
尼
御
前
ノ
難
去
被
歎
申
シ
こ
付
テ
、
死
罪
ヲ
申
宥
テ
、

遠
流
二
成
こ
キ
。
重
恩
ヲ
忘
レ
テ
国
家
ヲ
乱
リ
、
我
子
孫
二
向
テ
弓
ヲ
引
珂
判
叫
ハ
、
仏
神
モ
御
ユ
ル
サ
レ
ヤ
有
ベ
キ
。
頚
天
ノ
責

ヲ
蒙
（
ン
）
ズ
ル
頼
朝
ナ
リ
。
ア
ヤ
シ
ノ
鳥
獣
モ
、
恩
ヲ
報
ジ
徳
ヲ
酬
ト
コ
ソ
聞
ケ
。
昔
ノ
楊
宝
ハ
雀
ヲ
飼
テ
環
ヲ
得
、
毛
宝
ハ
亀
ヲ
放

テ
命
ヲ
助
カ
ル
ト
云
ヘ
リ
。
我
子
孫
二
向
テ
ハ
、
頼
朝
争
力
七
代
マ
デ
弓
ヲ
引
旬
刊
」
ト
ゾ
宣
ケ
ル
。
（
二
中
、
右
兵
衛
佐
謀
叛
発
ス
事
）

延
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本
平
家
物
語
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右
の
例
の
「
只
今
天
ノ
責
ヲ
蒙
（
ン
）
ズ
ル
」
は
「
只
今
」
と
い
う
副
詞
を
伴
い
、
「
天
ノ
責
ヲ
蒙
」
る
事
が
近
い
将
来
必
ず
起
こ
る
で
あ
ろ

（3）

う
と
い
う
も
の
で
、
切
迫
し
た
事
態
の
推
量
と
な
っ
て
い
る
。
「
我
子
孫
二
向
テ
弓
ヲ
引
珂
判
叫
ハ
」
は
後
の
「
我
子
孫
二
向
テ
ハ
、
頼
朝
争

力
七
代
マ
デ
弓
ヲ
計
叫
判
」
の
「
ベ
シ
」
と
響
き
あ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

④
谷
ノ
マ
＼
二
三
丁
バ
カ
リ
ユ
ケ
バ
、
道
二
二
ワ
カ
レ
タ
リ
。
弓
手
ナ
ル
道
ハ
城
ノ
前
へ
ヲ
リ
タ
リ
。
妻
手
ナ
ル
道
ハ
城
ノ
後
へ
通
ク
リ
。

此
道
ヲ
通
リ
テ
、
城
ノ
後
へ
押
寄
テ
、
軍
ノ
時
作
給
へ
。
時
ノ
声
ヲ
聞
モ
ノ
ナ
ラ
バ
、
城
二
火
ヲ
カ
ケ
候
ハ
ム
カ
所
ゾ
。
然
ラ
バ
北
へ

ノ
ミ
ゾ
落
候
ハ
ム
カ
所
。
其
時
大
手
ヲ
ヲ
シ
合
セ
テ
、
中
二
取
籠
テ
打
給
へ
。
（
三
末
、
火
燵
城
合
戦
事
付
斉
明
ガ
還
中
事
）

用
例
④
は
火
燵
城
の
城
内
か
ら
寄
手
に
内
通
す
る
こ
と
を
告
げ
る
時
の
文
書
で
、
内
通
の
次
第
を
述
べ
、
事
の
成
り
行
き
を
予
測
し
、
そ
れ

へ
の
対
応
を
指
示
す
る
文
章
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
北
へ
ノ
ミ
ゾ
落
候
ハ
ム
カ
所
」
も
、
当
然
そ
れ
し
か
選
択
の
余
地
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る

事
柄
の
予
測
で
あ
る
。
更
に
、
「
城
二
火
ヲ
カ
ケ
候
ハ
ム
ズ
l
両
ゾ
」
は
、
終
助
詞
の
「
ゾ
」
を
伴
っ
て
相
手
に
強
く
訴
え
か
け
て
い
る
文
で
あ

り
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ム
ズ
」
も
当
然
の
事
な
が
ら
自
分
の
意
志
の
強
い
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

⑤
サ
テ
モ
法
印
帰
参
シ
テ
、
太
政
入
道
ノ
御
返
事
ノ
様
委
ク
奏
セ
ラ
レ
ケ
レ
バ
、
誠
二
入
道
ノ
恨
申
ス
所
一
事
ト
シ
テ
僻
事
ナ
ク
、
道
理

至
極
シ
テ
被
思
食
ケ
レ
バ
、
法
皇
更
二
被
仰
遣
り
タ
ル
御
事
モ
ナ
ク
シ
テ
、
「
コ
ハ
イ
カ
ヾ
セ
剖
川
っ
叫
。
猶
々
モ
法
印
誘
へ
テ
ミ
ヨ
」
ト

ゾ
仰
事
ア
リ
ケ
ル
。
（
二
本
、
院
ヨ
リ
入
道
ノ
許
へ
静
憲
法
印
被
遣
事
）

⑥
法
皇
ノ
御
気
色
モ
ヨ
ク
テ
、
蓮
花
王
院
ノ
執
行
ニ
モ
ナ
サ
レ
ナ
ド
シ
テ
、
天
下
ノ
御
政
常
二
被
仰
合
ケ
ル
こ
、
「
サ
テ
モ
此
事
ハ
イ
カ
ヾ

有
叫
判
」
ト
法
皇
仰
ノ
有
ケ
レ
バ
、
「
此
事
努
々
々
不
可
有
ト
覚
候
。
今
ハ
人
多
承
候
ヌ
。
何
ガ
シ
候
ペ
判
。
副
瑚
天
下
ノ
大
事
出
来
候

刃
剣
。
…
…
」
（
中
略
）
「
サ
テ
其
ヲ
バ
イ
カ
ヾ
ス
旬
刊
」
（
一
本
、
成
親
卿
人
々
語
テ
鹿
谷
二
寄
合
事
）

用
例
⑤
の
「
コ
ハ
イ
カ
ヾ
セ
刃
刻
叫
」
と
い
う
言
い
方
は
、
一
方
で
用
例
⑥
の
中
に
も
度
々
見
ら
れ
る
「
イ
カ
ヾ
有
司
判
」
「
何
ガ
シ
候
旬
刊
」

「
イ
カ
ヾ
ス
叫
判
」
と
同
様
の
表
現
で
あ
る
。
適
当
の
意
味
と
言
え
よ
う
か
。
慣
用
的
と
も
言
え
る
表
現
の
中
で
同
じ
位
置
に
立
つ
「
ム
ズ
」

は
　
「
ベ
シ
」
　
に
極
め
て
近
い
表
現
内
容
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。



⑦
『
実
盛
六
十
二
余
テ
後
、
軍
ノ
陣
二
向
タ
ラ
ム
こ
ハ
、
シ
ラ
ガ
ノ
バ
ヅ
カ
シ
カ
ラ
ム
ズ
レ
バ
、
ビ
ム
ヒ
ゲ
ニ
ス
ミ
ヲ
ヌ
リ
テ
、
ワ
カ
ク

見
ム
ト
思
也
。
…
』
　
（
三
末
、
実
盛
打
死
ス
ル
事
）

巳
然
形
の
用
例
に
は
コ
ソ
を
伴
う
場
合
が
多
く
強
調
的
内
容
の
意
味
の
も
の
が
多
い
。
コ
ソ
を
伴
わ
な
い
例
も
用
例
⑦
の
よ
う
に
当
然
そ
う

考
え
ら
れ
る
と
い
う
意
味
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。

「
ム
ズ
」
単
独
で
用
い
ら
れ
て
い
る
時
の
意
味
を
見
る
と
、
推
量
、
意
志
、
適
当
、
当
然
と
広
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
先
に
も
述
べ
た
如

く
、
こ
の
う
ち
適
当
、
当
然
等
の
意
味
は
「
ベ
シ
」
が
持
つ
意
味
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
推
量
、
意
志
の
場
合
に
も
確
実
に
実
現
が
推
測

さ
れ
る
も
の
、
必
ず
行
う
と
い
う
強
い
意
志
を
表
現
す
る
も
の
が
中
心
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
味
は
、
「
イ
カ
ガ
セ
ム
ズ
ル
」
一
二
例
、

「
～
ム
ズ
ル
ゾ
」
二
三
例
、
「
只
今
～
ム
ズ
」
五
例
と
類
型
表
現
で
多
く
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
他
に
「
ヤ
ガ
テ
～
ム
ズ
」
「
イ
カ
ガ
シ
テ
～
ム

ズ
」
等
も
認
め
ら
れ
る
。
連
体
形
の
「
ム
ズ
」
の
う
ち
三
分
の
一
は
こ
の
よ
う
な
特
定
の
表
現
で
あ
る
。
意
味
の
広
が
り
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
味
の
中
で
の
表
現
内
容
か
ら
す
る
と
、
単
独
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ム
ズ
」
の
意
味
は
「
ベ
シ
」
と
非
常
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

次
に
複
合
形
に
注
目
す
る
。
ま
ず
、
「
ナ
ム
ズ
」
「
テ
ム
ズ
」
に
つ
い
て
見
る
。
「
ナ
ム
ズ
」
は
比
較
的
多
く
の
用
例
が
あ
り
、
全
用
例
中
の

約
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
完
了
の
助
動
詞
と
複
合
す
る
こ
と
で
「
ム
ズ
」
の
推
量
は
確
実
性
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
用

例
⑥
「
只
頚
天
下
ノ
大
事
出
来
候
刃
封
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
確
実
性
の
高
さ
は
「
只
今
」
と
い
う
副
詞
に
よ
っ
て
更
に
修
飾
さ

れ
て
い
る
。
「
只
今
」
以
外
に
は
「
必
ズ
」
「
一
定
」
「
真
先
ニ
」
「
既
ニ
」
等
と
共
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
全
二
二
例
を
数
え
る
。
い

か
に
「
ナ
ム
ズ
」
が
確
実
性
の
高
い
推
量
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
か
が
分
か
る
。
「
テ
ム
ズ
」
は
用
例
数
が
さ
ほ
ど
多
く
は
見
ら
れ
な
い
が
、

「
天
台
ノ
仏
法
忽
二
減
封
勾
刻
」
（
二
本
、
白
河
院
三
井
寺
頼
豪
二
皇
子
ヲ
被
祈
事
）
な
ど
と
用
い
ら
れ
、
「
ナ
ム
ズ
」
と
同
じ
傾
向
を
見
せ
る
。

こ
の
「
ナ
ム
ズ
」
「
テ
ム
ズ
」
は
「
ム
ズ
」
の
意
味
を
一
層
強
調
し
て
い
る
複
合
助
動
詞
と
考
え
ら
れ
、
先
に
触
れ
た
「
ベ
シ
」
と
の
用
法
上

の
関
連
で
言
え
ば
、
「
ヌ
ベ
シ
」
「
ツ
ベ
シ
」
と
い
う
強
調
複
合
助
動
詞
と
同
様
の
表
現
形
式
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

延
慶
本
平
家
物
語
の
　
「
ム
ズ
」
小
考



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇

次
に
「
ム
ズ
ラ
ム
」
を
見
る
。
「
ム
ズ
ラ
ム
」
は
全
用
例
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
用
法
の
盛
ん
で
あ
っ
た
事
が
分

か
る
。
さ
て
用
例
⑧
は
「
末
代
ハ
イ
カ
ヾ
ア
ラ
ン
ズ
ラ
ム
」
と
あ
り
、
「
ム
ズ
ラ
ム
」
全
体
で
推
量
の
意
味
で
あ
る
。
③
の
「
何
ガ
ア
ラ
ム
ズ

ラ
ン
」
も
同
じ
で
あ
る
。

⑧
代
上
テ
ハ
、
カ
、
ル
事
こ
モ
サ
セ
ル
事
モ
出
来
ザ
リ
ケ
リ
。

末
代
ハ
イ
カ
ヾ
ア
ラ
ン
ズ
ラ
ム
。
人
ノ
心
オ
ポ
ッ
カ
ナ
シ
。
（
一
本
、
忠
盛

昇
殿
之
事
付
闇
打
事
付
忠
盛
死
去
事
）

⑨
中
こ
モ
徳
大
寺
、
一
大
納
言
ニ
テ
才
覚
優
長
シ
、
家
重
代
ニ
テ
被
越
給
シ
コ
ソ
不
便
ナ
リ
シ
カ
。

ト
世
人
申
ア
ヒ
ケ
レ
ド
モ
、
（
一
本
、
徳
大
寺
殿
厳
嶋
へ
詣
給
事
）

「
定
テ
御
出
家
ナ
ド
ヤ
有
ム
ズ
ラ
ム
」

⑩
良
久
ク
ア
リ
テ
、
一
人
ノ
物
付
狂
出
テ
…
…
「
…
…
麦
二
貫
首
明
雲
ハ
我
山
ノ
法
燈
、
三
千
ノ
依
値
ク
リ
。
而
ヲ
罪
ナ
ク
シ
テ
他
国
二

遷
レ
ム
事
、
一
山
ノ
環
堪
、
生
々
世
々
二
心
憂
カ
ル
ベ
シ
。
サ
ラ
ム
こ
取
テ
ハ
、
我
此
山
ノ
麓
二
跡
ヲ
留
テ
モ
、
ナ
こ
カ
バ
セ
ム
。
本

土
へ
コ
ソ
帰
ラ
ム
ズ
ラ
メ
」
ト
テ
、
袖
ヲ
見
こ
ヲ
シ
ア
テ
、
サ
メ
ぐ
ト
泣
ケ
レ
バ
、
（
一
末
、
山
門
大
衆
座
主
ヲ
奉
取
返
事
）

用
例
⑨
の
「
定
テ
御
出
家
ナ
ド
ヤ
有
ム
ズ
ラ
ム
」
も
推
量
す
る
事
柄
の
時
制
は
未
来
に
亙
る
事
で
あ
り
、
ま
た
、
「
定
テ
」
と
い
う
副
詞
も
伴

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
ム
ズ
」
「
ナ
ム
ズ
」
に
つ
い
て
先
に
述
べ
た
用
例
と
等
し
く
確
実
性
の
高
い
推
量
を
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
更

に
、
用
例
⑩
の
「
本
土
へ
コ
ソ
帰
ラ
ム
ズ
ラ
メ
」
は
強
い
意
志
の
表
現
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
け
る
「
ラ
ム
」
は
推
量
の
意
味
は
な
く
単
に
「
ム

ズ
」
を
強
調
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
例
か
ら
推
し
て
み
れ
ば
前
二
例
も
同
様
の
働
き
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
「
ム
ズ
ラ
ム
」

は
全
体
と
し
て
確
実
性
の
高
い
事
柄
の
推
量
や
強
い
意
志
の
意
味
で
用
い
ら
れ
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
類
似
の
表
現
に
は
用
例
⑪

の
如
く
「
イ
カ
ヾ
有
ベ
カ
ル
ラ
ム
」
と
い
う
例
が
認
め
ら
れ
る
。

⑪
皆
夜
ヲ
日
二
継
テ
打
上
り
、
平
家
ヲ
減
サ
ム
事
、
日
剋
ヲ
不
可
廻
。
平
家
ヲ
滅
テ
、
法
皇
ノ
打
撃
フ
レ
テ
御
坐
ス
御
心
ヲ
ヤ
ス
メ
奉
ラ

セ
給
ナ
バ
、
孝
ノ
至
リ
ニ
テ
コ
ソ
候
ハ
メ
。
神
明
モ
必
ズ
恵
ヲ
垂
給
ベ
シ
」
ナ
ド
、
細
々
ト
申
ケ
レ
バ
、

ト
、
返
々
思
召
サ
レ
ケ
レ
ド
モ
、
（
二
中
、
頼
政
入
道
宮
二
謀
叛
申
勧
事
付
令
旨
事
）

此
事
イ
カ
ヾ
有
ベ
カ
ル
ラ
ム



こ
の
例
も
「
イ
カ
ガ
ア
ル
ベ
キ
」
と
い
う
表
現
の
強
調
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
ベ
カ
ル
ラ
ム
」
も
延
慶
本
平
家
物
語
に
複
数
認
め
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
ム
ズ
」
「
ベ
シ
」
と
複
合
し
て
、
そ
れ
ら
の
意
味
を
強
め
る
「
ラ
ム
」
の
用
法
は
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
で
も
「
ム
ズ
」
は
「
ベ
シ
」
と
共
通
し
た
一
面
を
見
せ
、
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑫
泣
々
御
頭
カ
キ
撫
、
御
顔
カ
イ
ツ
ク
ロ
ヒ
、
御
直
衣
奉
ラ
セ
ナ
ド
出
シ
奉
ラ
セ
給
モ
、
只
夢
ノ
様
ニ
ゾ
被
思
召
ケ
ル
。
イ
カ
ニ
成
給
刃

ム
ズ
ラ
ム
ト
思
食
サ
レ
ケ
ル
ゾ
悲
キ
。
（
二
中
、
高
倉
宮
ノ
御
子
達
事
）

⑬
「
…
…
此
三
年
セ
ハ
、
今
ヤ
今
ヤ
ト
夜
昼
肝
心
ヲ
ケ
シ
テ
、
明
シ
晩
シ
ツ
レ
ド
モ
、
只
今
俄
二
出
来
タ
ル
不
思
議
ナ
ム
ド
ノ
様
ニ
サ
ヘ

覚
ル
ゾ
ヤ
。

取
事
）

コ
ヨ
ヒ
ニ
モ
ヤ
失
テ
ム
ズ
ラ
ム
」
ト
心
中
こ
ハ
ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ズ
思
ナ
ガ
ラ
、
遁
ガ
タ
キ
事
ト
思
テ
、
（
六
末
、
六
代
御
前
被
召

用
例
⑳
⑬
の
「
ナ
ム
ズ
ラ
ム
」
「
テ
ム
ズ
ラ
ム
」
は
更
に
強
調
し
た
形
で
あ
ろ
う
。
吉
田
金
彦
氏
は
「
ム
ズ
」
に
「
ラ
ム
」
の
付
く
例
が
近
古

で
は
著
し
く
増
加
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
後
で
、
「
「
む
ず
」
が
単
純
で
終
止
せ
ず
下
に
推
量
の
「
ら
む
」
を
伴
う
事
は
中
古
か
ら
の
傾
向
で

は
あ
っ
た
が
、
近
古
に
至
っ
て
そ
れ
が
急
激
に
増
大
し
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
「
む
ず
」
に
含
ま
れ
る
推
量
の
意
味
で
は
不

（4）

充
分
な
の
で
、
更
に
「
ら
む
」
を
接
続
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
る
。
強
調
表
現
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
通
り
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
が
、
複
合
し
た
「
ラ
ム
」
は
意
味
の
意
味
の
場
合
に
も
認
め
ら
れ
る
。

「
ム
ズ
ル
ナ
リ
」
は
用
例
⑭
の
如
く

「
我
孫
ノ
其
御
剣
ヲ
バ
給
ハ
ラ
ン
ズ
ル
也
」
な
ど
と
見
え
る
。

⑭
「
…
…
一
座
二
御
坐
ケ
ル
人
ノ
、
ユ
＼
シ
ク
気
高
ゲ
ナ
ル
ガ
宣
ケ
ル
ハ
『
日
来
清
盛
入
道
ノ
預
リ
タ
リ
ツ
ル
御
剣
ヲ
バ
、
被
召
返
l
l
へ
剖

ガ
l
呵
ユ
ー
ヤ
、
速
可
被
召
返
。
彼
御
剣
ハ
鎌
倉
二
右
兵
衛
佐
源
頼
朝
二
可
被
預
也
』
と
被
仰
。
『
是
ハ
八
幡
大
菩
薩
也
』
ト
申
。
又
座
ノ
中

ノ
程
ニ
テ
、
其
モ
以
外
二
気
高
ク
、
宿
老
ナ
リ
ケ
ル
人
ノ
宣
ケ
ル
ハ

『
其
後
ハ
我
孫
ノ
其
御
剣
ヲ
バ
給
ハ
ラ
ン
ズ
ル
也
』
ト
宣
ケ
ル
ヲ

『
是
ヲ
バ
誰
ソ
』
ト
聞
ケ
レ
バ
、
『
春
日
大
明
神
ニ
テ
御
坐
ス
』
ト
申
。
…
…
」
（
二
中
、
雅
頼
卿
ノ
侍
夢
見
ル
事
）

こ
の
「
ム
ズ
」
は
当
然
の
意
味
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
も
の
で
あ
る
。

延
慶
本
平
家
物
語
の
「
ム
ズ
」
小
考

八
一
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以
上
、
複
合
形
等
の
別
に
従
っ
て
、
「
ム
ズ
」
の
意
味
と
用
法
と
を
検
討
し
て
き
た
。
単
独
で
用
い
ら
れ
る
場
合
に
最
も
意
味
が
広
く
認
め

ら
れ
る
が
、
意
志
、
推
量
の
意
味
の
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
複
合
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
点
は
、
意
味
の
広

が
り
は
も
と
よ
り
、
最
も
多
く
の
用
例
を
持
つ
推
量
の
場
合
に
は
実
現
が
確
実
と
考
え
ら
れ
る
事
柄
の
推
量
に
、
意
志
の
場
合
に
は
必
ず
実

現
す
る
と
い
う
強
い
意
志
の
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る
等
の
事
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
表
現
は
、
各
所
に
お
い
て
「
ベ
シ
」
の
持
つ
表
現

と
類
似
性
を
持
っ
て
お
り
、
意
味
の
上
で
も
「
ベ
シ
」
に
近
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
は
更
に
次
の
事
か
ら
も
見
逃
せ

な
い
こ
と
で
あ
る
。

延
慶
本
平
家
物
語
は
内
容
的
に
長
門
本
平
家
物
語
、
源
平
盛
衰
記
と
近
い
と
言
わ
れ
る
。
比
較
し
て
み
る
と
表
現
の
上
で
も
よ
く
一
致
し

て
い
る
。
特
に
長
門
本
と
は
一
致
の
度
合
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
。
延
慶
本
の
「
ム
ズ
」
も
長
門
本
と
比
較
す
る
と
「
ム
ズ
」
で
一
致
を
見

る
の
が
通
例
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
延
慶
本
「
ム
ズ
」
、
長
門
本
「
ベ
シ
」
の
対
応
箇
所
が
散
見
せ
ら
れ
る
。
用
例
④
の
「
城
テ
火
ヲ

カ
ケ
候
ハ
ム
叫
叫
ゾ
」
は
長
門
本
で
は
「
火
ヲ
カ
ケ
候
叫
叫
」
で
あ
る
。
用
例
⑧
の
「
末
代
ハ
イ
カ
ヾ
ア
ラ
ム
ズ
ラ
ム
」
も
長
門
本
で
は
「
イ

カ
ヾ
ア
ル
旬
刊
」
と
な
っ
て
い
る
。
用
例
⑮
の
「
ア
ヤ
マ
チ
モ
出
来
刀
刃
刻
」
も
長
門
本
で
は
「
出
来
対
句
叫
」
と
あ
る
。

⑮
「
去
年
ヨ
リ
彼
嶋
こ
オ
ワ
シ
テ
、
定
テ
身
モ
ツ
カ
レ
損
ジ
、
病
モ
付
給
ヌ
ラ
ム
。
寒
キ
空
l
遠
々
ト
上
り
給
ハ
ヾ
、
上
リ
モ
ツ
キ
給
ハ

デ
、
道
こ
テ
ア
ヤ
マ
チ
モ
出
来
刃
封
。
肥
前
国
加
世
庄
ト
云
所
ハ
味
木
庄
ト
モ
名
タ
リ
。
彼
所
ハ
敦
盛
ガ
所
領
也
。
…
⊥
（
二
本
、

建
礼
門
院
御
懐
妊
事
付
成
経
等
赦
免
事
）

「
ム
ズ
」
の
複
合
の
種
々
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
「
ベ
シ
」
と
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
数
は
多
く
は
な
い
が
そ
れ
で
も
一
〇
例
を
超
え
る
対

応
を
見
せ
る
。
前
後
の
内
容
・
文
脈
も
殆
ど
同
じ
箇
所
に
お
い
て
、
長
門
本
で
は
「
ベ
シ
」
を
も
っ
て
表
現
す
る
も
の
を
延
慶
本
で
は
「
ム

ズ
」
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
延
慶
本
の
「
ム
ズ
」
は
「
ベ
シ
」
の
意
味
に
近
い
、
あ
る
い
は
「
ベ
シ
」
に
代
わ
り
得
る
意
味
を
持

つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
延
慶
本
内
部
で
の
意
味
を
考
え
合
わ
せ
る
と
よ
く
納
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



二
、
「
ム
」
・
「
ム
ト
ス
」
と
の
相
違

さ
て
、
一
方
で
は
、
「
ム
ズ
」
は
終
止
形
、
連
体
形
、
巳
然
形
の
三
形
し
か
持
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
平
安
時
代
以
来
の
こ
と
で
、
「
ラ
ム
」

「
ケ
ム
」
等
と
同
様
に
「
ム
」
の
活
用
と
同
じ
で
あ
る
。
「
ム
ト
ス
」
は
本
文
献
に
お
い
て
も
他
に
未
然
形
、
連
用
形
を
持
っ
て
お
り
、
各
活

用
形
の
用
法
を
見
せ
る
の
で
そ
の
点
大
き
く
異
な
る
。
活
用
形
の
中
で
未
然
形
、
連
用
形
を
持
た
な
い
「
ム
ズ
」
と
持
つ
「
ム
ト
ス
」
と
は

全
く
別
の
表
現
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
ム
ト
ス
」
は
会
話
文
の
中
に
も
用
い
ら
れ
、

⑯
「
…
…
イ
カ
ニ
己
程
ノ
ヤ
ツ

ハ
入
道
ヲ
バ
傾
ケ
ム
ト
ス
ル
ゾ
。
…
…
」
（
一
末
、
西
光
法
師
捗
取
事
）

の
如
く
連
体
形
の
用
例
は
勿
論
、

⑰
「
…
…
数
代
久
成
下
テ
、
殿
上
ノ
交
リ
ヲ
ダ
ニ
モ
嫌
レ
テ
、
闇
打
こ
セ
ラ
レ
ム
l
H
叫
給
シ
人
ノ
子
こ
テ
、
…
…
」
（
同
右
）

と
い
う
連
用
形
の
用
例
も
あ
る
。
同
じ
会
話
文
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
に
お
い
て
も
「
ム
ズ
」
と
「
ム
ト
ス
」
と
は
基
本
的
に
異
な
っ

て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
ム
ト
ス
」
に
あ
っ
て
は
当
然
の
事
な
が
ら
、
や
は
り
、
動
詞
「
ス
」
の
意
味
が
は
っ
き
り
と
存
し
、
そ
の

上
に
立
っ
て
未
然
形
等
の
活
用
形
が
揃
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

活
用
の
型
か
ら
す
る
と
、
「
ム
ズ
」
は
「
ム
」
の
系
列
の
這
絹
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
平
安
時
代
の
各
用
法
に
お

い
て
「
ム
」
に
比
較
し
て
少
し
強
い
意
味
を
持
つ
も
の
の
、
殆
ん
ど
意
味
的
に
相
違
の
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
理
由
の

あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
「
ム
ズ
」
の
基
本
に
は
「
ム
」
と
共
通
す
る
部
分
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
異
本
間
の
違
い
に
基
づ

く
と
次
の
例
が
あ
る
。

⑱
「
只
今
大
事
出
来
刃
封
。
コ
ハ
心
憂
態
哉
」
（
一
末
、
一
行
阿
閣
梨
流
罪
事
）

右
例
の
「
ナ
ム
ズ
」
が
長
門
本
で
は
「
ナ
ム
」
と
な
っ
て
い
る
。
延
慶
本
の
「
ム
ズ
」
が
長
門
本
で
「
ム
」
と
な
っ
て
い
る
対
応
は
少
な
い

延
慶
本
平
家
物
語
の
「
ム
ズ
」
小
考
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な
が
ら
存
し
、
そ
れ
か
ら
す
る
と
「
ム
ズ
」
と
「
ム
」
と
が
は
ぼ
同
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

本
文
献
に
お
け
る
用
例
を
見
て
も
、
「
ム
ズ
」
と
「
ム
ト
ス
」
と
は
会
話
文
と
地
の
文
と
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る

と
い
う
の
で
は
な
く
、
「
ム
ト
ス
」
は
会
話
文
、
地
の
文
を
問
わ
ず
一
定
の
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
ム
ズ
」
は
「
ム
」

の
系
列
の
一
語
と
し
て
会
話
文
等
に
特
徴
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
両
者
の
差
は
明
ら
か
で
あ
り
、
少
な
く

と
も
本
文
献
に
お
い
て
は
、
同
列
に
扱
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
用
法
の
観
点
か
ら
「
ム
」
と
「
ム
ズ
」
と
の
相
違
を
見
る
と
、
決
定
的
に
異
な
る
の
が
複
合
助
動
詞
と
な
る
場
合
で
あ
る
。
「
ム
」

に
お
い
て
完
了
の
助
動
詞
と
の
複
合
は
、

⑩
「
…
…
他
人
ノ
ロ
ヨ
リ
漏
レ
ヌ
先
二
返
中
シ
テ
、
命
生
刃
刃
。
⊥
（
∵
末
、
多
田
蔵
人
行
綱
仲
言
ノ
事
）

の
如
く
用
例
は
少
な
い
な
が
ら
「
ナ
ム
」
の
例
は
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
ラ
ム
」
と
の
複
合
は
見
ら
れ
な
い
。
「
ム
ズ
」
に
お
い
て
「
ラ
ム
」

と
の
複
合
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
「
ム
」
と
の
違
い
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
更
に
、
「
ム
ズ
」
に
は
同
一
文
内
で
共
に
用
い
ら
れ

る
副
詞
に
大
き
な
特
徴
が
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
ム
」
に
は
極
め
て
少
な
い
。
右
の
諸
点
は
前
節
に
お
い
て
「
ム
ズ
」
の
特
徴
と
し

て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
諸
文
献
に
比
較
し
て
格
段
に
用
例
数
の
多
い
本
文
献
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
点
が
す

な
わ
ち
「
ム
」
と
「
ム
ズ
」
と
の
相
違
点
で
あ
る
。
意
味
の
上
で
の
違
い
は
第
一
節
で
述
べ
た
こ
と
が
大
部
分
そ
れ
に
あ
た
る
。
「
ム
ズ
」
の

全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
共
通
す
る
部
分
に
比
較
し
て
異
な
る
部
分
が
中
心
を
な
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
「
ム
ズ
」
は
「
ム
」

と
共
通
す
る
部
分
は
残
し
な
が
ら
も
、
独
立
し
た
意
味
、
用
法
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
用
例
に
お
い
て
相

違
が
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
に
「
ム
ズ
」
の
特
徴
が
明
確
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
中
世
に
入
っ
て
以
後
の
「
ム

ズ
」
が
独
自
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（5）

例
え
ば
、
次
の
『
新
潮
国
語
辞
典
』
の
記
述
を
見
て
も
、
延
慶
平
家
物
語
で
見
ら
れ
た
「
ム
ズ
」
の
特
徴
的
な
意
味
は
②
⑤
の
項
目
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
味
は
正
に
「
ベ
シ
」
が
担
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
引
用
例
は
中
世
の
文
献
か
ら
の
も
の
で
あ



る
。む
ず
（
助
動
詞
）

①
話
し
手
の
予
想
を
表
わ
す
。
…
だ
ろ
う
。
「
秋
待
つ
こ
ろ
は
ひ
に
、
こ
こ
か
し
こ
よ
り
そ
の
人
の
も
と
へ
去
な
ん
ず
な
り
と
て
〔
勢
譜
九

六〕」

②
切
迫
し
た
予
想
を
表
わ
す
。
ま
さ
に
…
し
そ
う
だ
。
「
や
が
て
切
り
上
ら
ん
ず
る
も
の
に
て
あ
る
間
〔
平
家
・
殿
上
闇
討
〕
」

③
一
般
的
な
推
量
・
想
像
を
表
わ
す
。
…
だ
ろ
う
。
「
如
何
な
る
人
か
は
、
こ
の
頃
、
古
今
・
伊
勢
語
な
ど
覚
え
さ
せ
給
は
ぬ
は
あ
ら
ん
ず

る
〔
大
鏡
一
・
陽
成
院
〕
。
同
じ
事
に
て
こ
そ
あ
ら
ん
ず
れ
〔
保
元
・
為
義
北
方
身
投
給
事
〕
」

④
話
し
手
の
意
思
、
決
意
を
表
わ
す
。
…
し
よ
う
。
「
い
づ
ち
も
い
づ
ち
も
足
の
向
き
た
ら
ん
方
へ
い
な
ん
ず
〔
竹
取
〕
。
今
秋
風
吹
か
ん
折

に
ぞ
来
ん
ず
る
〔
能
因
本
枕
五
〇
〕
」

⑤
適
当
・
当
然
の
意
を
表
わ
す
。
…
す
る
の
が
よ
い
。
す
べ
き
で
あ
る
。
「
近
習
の
大
人
に
、
い
か
が
せ
ん
ず
る
ぞ
と
常
に
御
談
合
あ
り
け

り
〔
保
元
・
新
院
御
謀
叛
思
召
立
事
〕
」

（6）

吉
田
金
彦
氏
も
軍
記
物
か
ら
「
ム
ズ
」
の
用
法
に
変
化
が
見
ら
れ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
意
味
の
変
化
も
含
め
て
中
世
語
の
特
徴
と
捉
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
「
ベ
シ
」
と
の
相
違

第
一
節
で
見
た
如
く
「
ム
ズ
」
の
意
味
・
用
法
は
「
ベ
シ
」
に
よ
く
似
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
ベ
シ
」
も
多
用
さ
れ
て
お
り
、

「
ム
ズ
」
と
「
ベ
シ
」
の
相
違
も
な
く
は
な
い
筈
で
あ
る
。
ま
ず
、
考
え
ら
れ
る
の
が
使
用
さ
れ
る
場
の
違
い
が
あ
る
。
「
ベ
シ
」
は
後
に
口

語
か
ら
姿
を
消
し
て
行
く
こ
と
で
そ
の
性
格
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
語
的
な
表
現
に
多
用
さ
れ
る
。
勿
論
、
会
話
文
に
も
多
用
さ
れ
て
お

り
、
会
話
文
等
に
限
定
さ
れ
る
「
ム
ズ
」
に
比
較
し
て
多
様
な
使
用
を
さ
れ
て
い
る
。

延
慶
本
平
家
物
語
の
「
ム
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考
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具
体
的
な
違
い
を
見
る
た
め
に
、
「
ム
ズ
」
と
「
ベ
シ
」
が
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
会
話
で
検
討
し
て
み
る
。

⑳
「
成
経
八
才
ニ
テ
見
参
二
罷
入
テ
ヨ
リ
ハ
、
夜
ル
昼
候
テ
、
所
労
ナ
ム
ド
ノ
候
ハ
ヌ
限
ハ
、
一
日
モ
御
所
へ
参
ラ
メ
事
モ
候
ハ
ザ
リ
ツ
。

君
ノ
イ
ト
ヲ
シ
ミ
恭
ク
テ
、
朝
暮
二
龍
顔
1
遍
尺
シ
奉
テ
、
朝
恩
ニ
ノ
ミ
ア
キ
満
テ
、
明
シ
晩
シ
候
ツ
ル
こ
、
何
ナ
ル
目
ヲ
見
ル
旬
刊

こ
テ
候
ヤ
ラ
ン
、
大
納
言
モ
今
夜
死
罪
二
可
被
行
ト
承
候
。
父
ノ
サ
ヤ
ウ
ニ
罷
成
候
ナ
ン
上
ハ
、
成
経
ガ
身
モ
同
罪
こ
コ
ソ
被
行
候
ハ

ン
ズ
ラ
メ
」
　
（
一
末
、
丹
波
少
将
成
経
西
八
条
へ
被
召
事
）

右
の
例
の
「
何
ナ
ル
冒
ヲ
見
ル
旬
刊
ニ
テ
候
ヤ
ラ
ン
」
は
意
味
が
異
な
る
が
、
「
大
納
言
今
夜
死
罪
二
可
被
行
」
と
「
成
経
ガ
身
モ
同
罪
こ

コ
ソ
被
行
候
ハ
引
対
到
刃
」
と
は
将
来
の
確
定
的
な
推
量
と
し
て
同
じ
意
味
と
見
ら
れ
る
。
人
づ
て
に
聞
い
た
大
納
言
に
つ
い
て
の
推
量
は

「
ベ
シ
」
で
表
現
さ
れ
、
自
身
に
つ
い
て
の
推
量
は
「
ム
ズ
ラ
ム
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

⑳
「
道
ニ
テ
若
失
ハ
レ
給
ハ
ヾ
屍
ヲ
モ
誰
力
隠
ス
旬
刊
。
生
ナ
ガ
ラ
嶋
ニ
ス
テ
ラ
レ
給
ハ
ヾ
、
家
モ
無
シ
テ
何
カ
ヾ
ス
旬
刊
。
飢
テ
ヤ
死

給
ハ
ム
ズ
ラ
ン
。
コ
ヾ
へ
テ
ヤ
失
給
ハ
ム
ズ
ラ
ン
。
…
＝
⊥
（
一
末
、
成
親
卿
出
家
事
付
彼
北
方
備
前
へ
使
ヲ
被
遣
事
）

右
の
「
道
こ
テ
若
失
ハ
レ
給
ハ
ヾ
屍
ヲ
モ
誰
力
隠
ス
叫
判
」
「
生
ナ
ガ
ラ
嶋
ニ
ス
テ
ラ
レ
給
ハ
ヾ
、
家
モ
無
シ
テ
何
カ
ヾ
ス
旬
刊
」
の
二
例

は
、
そ
の
よ
う
な
境
遇
に
あ
る
場
合
を
一
般
論
的
に
推
量
し
た
表
現
で
あ
る
。
一
方
の
「
飢
テ
ヤ
死
給
ハ
ム
ズ
ラ
ン
。
コ
ヾ
ヘ
テ
ヤ
失
給
ハ

ム
ズ
ラ
ン
」

は
、
基
康
が
康
頼
の
身
の
上
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
具
体
的
な
事
柄
に
つ
い
て
基
康
が
推
量
し
て
い
る
表

現
で
あ
る
。

右
の
二
つ
の
例
文
は
、
「
ベ
シ
」
「
ム
ズ
」
共
に
推
量
の
意
味
を
持
ち
な
が
ら
、
同
一
会
話
文
内
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
両
例

文
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
客
観
的
あ
る
い
は
一
般
論
的
な
推
量
に
つ
い
て
は
「
ベ
シ
」
で
表
現
さ
れ
、
話
者
（
思
惟
者
）
の
主
観
に

基
づ
く
推
量
は
「
ム
ズ
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
ま
ず
、
こ
の
点
に
お
い
て
「
ベ
シ
」
と
「
ム
ズ
」
の
相
違

が
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
意
味
上
の
相
違
で
は
な
く
し
て
、
用
法
上
の
相
違
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
次
例
の
様
に
「
ム
ズ
」
が
意
志
の
意
味
で
あ
る
も
の
も
あ
る
。



⑳
「
世
ハ
未
ナ
レ
ド
モ
日
月
未
晋
二
落
。
国
ハ
熊
ケ
レ
ド
モ
霊
神
光
ヲ
耀
ス
。
愛
二
貫
首
明
雲
ハ
、
我
山
ノ
法
燈
、
三
千
ノ
依
惜
タ
リ
。

而
ヲ
罪
ナ
ク
シ
テ
他
国
三
遷
レ
ム
事
、
一
山
ノ
環
壇
、
生
々
世
々
二
心
憂
カ
ル
べ
叫
。
サ
ラ
ム
ニ
取
テ
ハ
、
我
此
山
ノ
麓
二
跡
ヲ
留
テ

モ
、
ナ
ニ
カ
バ
セ
ム
。
本
土
へ
コ
ソ
帰
ラ
ム
ズ
ラ
メ
」
（
一
末
、

山
門
ノ
大
衆
座
主
ヲ
奉
取
返
事
）

次
の
例
も
「
ム
ズ
」
の
用
法
に
つ
い
て
は
変
わ
り
が
無
い
。
「
ベ
シ
」
は
推
量
、
適
当
、
当
然
と
多
様
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
に

は
「
ベ
カ
ラ
ズ
」
等
の
様
に
「
ム
ズ
」
に
は
な
い
表
現
も
あ
る
。
推
量
以
外
に
は
「
ベ
シ
」
を
用
い
る
こ
と
が
通
常
で
あ
り
、
ま
た
、
推
量

で
も
直
接
相
手
の
身
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
「
ベ
シ
」
を
用
い
る
よ
う
で
あ
る
。
客
観
性
を
持
っ
て
推
測
で
き
る
と
い
う
表
現
と
し
て
い

る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

⑳
「
宰
相
ノ
成
経
ガ
事
ヲ
強
二
被
歎
申
候
コ
ソ
、
不
便
二
覚
候
へ
。
尤
御
計
有
司
叫
ト
覚
候
。
中
宮
御
産
ノ
御
祈
こ
、
定
テ
非
常
ノ
大
赦

行
ワ
レ
候
ワ
ム
ズ
ラ
ム
。

其
内
二
人
レ
サ
セ
給
叫
列
候
。
宰
相
ノ
被
申
候
様
こ
、
誠
二
類
ナ
キ
御
祈
ニ
テ
有
ム
ズ
ラ
ム
ト
覚
候
。
大
方

ハ
人
ノ
麒
ヲ
満
サ
セ
給
候
ハ
ヾ
、
御
願
成
就
疑
有
ベ
カ
ラ
ズ
。

御
願
成
就
セ
バ
皇
王
御
誕
生
ア
リ
テ
、
家
門
ノ
栄
花
盛
ナ
ル
ベ
シ
」
（
二

本
、
建
礼
門
院
御
懐
妊
事
付
成
経
等
赦
免
事
）

こ
れ
ら
の
同
一
会
話
内
で
の
用
例
を
比
較
し
て
み
る
と
、
「
ム
ズ
」
は
「
ベ
シ
」
に
く
ら
べ
て
主
観
的
な
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
従
っ
て
、
「
ベ
シ
」
と
意
味
的
に
近
い
も
の
で
は
あ
り
な
が
ら
、
私
的
な
判
断
で
あ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
、
基
本
的

に
は
「
ム
」
の
系
列
の
語
で
あ
る
「
ム
ズ
」
と
「
ベ
シ
」
と
の
一
線
が
認
め
ら
れ
る
。
使
用
の
場
が
会
話
文
ま
た
は
思
惟
文
に
限
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
も
、
口
語
的
表
現
は
私
的
表
現
で
も
あ
る
と
い
う
基
本
的
性
格
を
持
つ
故
な
の
で
あ
ろ
う
。

お

　

わ

　

り

　

に

延
慶
本
平
家
物
語
の
「
ム
ズ
」
は
「
ム
」
の
系
列
に
は
属
し
な
が
ら
、
平
安
時
代
と
は
異
な
る
意
味
、
用
法
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
多

く
「
ベ
シ
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
「
ベ
シ
」
に
比
較
す
れ
ば
主
観
性
の
強
い
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
主
観
的
で
あ
る
と
い

延
慶
本
平
家
物
語
の
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ズ
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1
＼
「
＼

ノ

′

ノ

う
こ
と
が
会
話
文
・
思
惟
文
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
口
語
的
表
現
で
あ
る
と
い
う
用
法
上
の
特
徴
を
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
口
語
に
お

い
て
は
「
ベ
シ
」
に
代
わ
っ
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
ム
ズ
」
が
中
世
に
入
る
と
独
自
の
変
化
を
遂
げ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
用
例
数
の
急
激
な
増
加
は
こ
の
よ
う
な
内
的
変
化
を
伴
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
中
世
口
語
と
し
て
の
「
ム
ズ
」
　
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

冒
頭
で
も
触
れ
た
如
く
、
中
世
の
「
ム
ズ
（
ウ
ズ
）
」
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
延
慶
本
平
家
物
語
の
意
味
、
用
法
は
基
本
と
な
る
。
平
安
時

代
か
ら
の
過
渡
期
の
状
況
、
ま
た
、
室
町
時
代
以
降
の
「
ウ
ズ
」
の
再
検
討
等
問
題
が
残
る
が
後
考
に
侯
ち
た
い
。

注
1
）
2
）
3
）
4
）
5
）
6
）

「
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
一
輯
昭
6
3
・
5
）

吉
田
金
彦
「
「
む
ず
」
（
ん
ず
）
の
成
立
」
　
（
『
国
語
国
文
』
三
一
－
八
　
昭
3
7
・
8
）

関
一
雄
先
生
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
こ
の
意
味
は
元
来
「
む
と
す
」
が
表
現
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

注
（
2
）
文
献
。

平
成
元
年
三
月
発
行
の
新
装
改
訂
版
に
よ
る
。

注
（
2
）
文
献
。

付
記本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
ム
ズ
」
小
考
」
と
題
し
て
平
成
二
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
で
口
頭
発
表
し
た
。
席
上
御
教
示
い

た
だ
い
た
小
林
芳
規
先
生
を
始
め
と
す
る
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

補
記稿
後
、
関
一
雄
先
生
か
ら
「
平
安
和
文
に
お
け
る
推
量
辞
「
む
ず
」
と
物
語
用
語
「
む
と
す
」
」
（
こ
　
（
山
口
大
学
『
文
学
会
志
』
四
十
一
、
一
九

九
〇
）
、
同
（
二
）
　
（
「
山
口
国
文
』
十
四
一
九
九
一
）
の
御
教
示
を
え
た
。
そ
こ
で
は
、
平
安
時
代
の
「
む
ず
」
「
む
と
す
」
に
つ
い
て
精
緻
な
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
関
連
す
る
部
分
を
要
約
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。



『
源
氏
物
語
』
琵
草
子
』
以
前
で
は
、
「
む
ず
」
と
「
む
と
す
」
の
意
味
・
用
法
に
明
ら
か
な
相
違
が
あ
り
、
「
む
ず
」
は
推
量
の
助
動
詞
で
あ
り
、

動
作
の
主
体
の
〝
意
志
″
又
は
、
話
し
手
の
〝
確
信
を
も
っ
た
推
量
″
を
表
す
。
「
む
と
す
」
は
動
作
の
主
体
（
＝
物
語
の
登
場
人
物
）
の
〝
意
志
に

基
づ
い
て
す
る
具
体
動
作
（
＝
目
に
写
る
動
作
）
″
を
表
す
。
ま
た
、
董
態
の
推
移
′
・
を
表
す
用
例
も
あ
る
。
後
、
『
夜
の
寝
覚
』
で
は
、
「
む
ず
」
に

「
べ
し
」
、
「
む
と
す
」
と
同
意
の
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
更
に
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
は
「
む
」
と
同
様
の
推
量
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
指
摘
か
ら
す
れ
ば
、
「
む
ず
」
に
は
「
む
」
と
は
異
な
る
〝
確
信
を
も
っ
た
推
量
′
・
と
い
う
意
味
が
当
初
よ
り
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
平
安
後
期
に

「
む
と
す
」
「
べ
し
」
と
の
意
味
的
近
似
も
出
て
来
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
の
意
味
を
考
え
る
う
え
で
前
提
と
し
た
平
安
時
代
の
「
む

ず
」
の
意
味
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
御
教
示
に
従
っ
て
よ
り
細
か
く
改
稿
す
べ
き
か
と
も
思
う
が
、
諸
般
の
事
情
で
旧
の
ま
ま
と
す
る
。
（
初
稿
時
）

延
慶
本
平
家
物
語
の
「
ム
ズ
」
小
考




